
東
京
都
男
女
平
等
参
画
推
進
総
合
計
画
に
関
す
る
申
し
入
れ

日
本
共
産
党
都
議
団

できる

国際的な到達点をいかし
ジェンダー平等な東京へ



　

都
の
「
男
女
平
等
参
画
推
進
総
合
計
画
」

が
今
夏
に
改
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
前
回
（
２

０
２
２
年
）
の
改
定
以
降
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
求
め
る
都
民
の
世
論
と
運
動
の
広
が
り
に

よ
り
、
都
政
で
も
痴
漢
の
被
害
実
態
調
査
と

痴
漢
撲
滅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
や
、
都
営
地

下
鉄
の
女
性
専
用
車
両
の
拡
大
、
附
属
機
関

等
の
女
性
委
員
の
割
合
を
40
％
以
上
と
す
る

こ
と
の
条
例
へ
の
明
記
（
た
だ
し
、
あ
る
役
職

の
人
を
自
動
的
に
委
員
に
す
る
「
あ
て
職
」

を
除
い
て
算
出
）
な
ど
貴
重
な
前
進
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
都
は
国
に
対
し
て
、
都
民

に
生
じ
て
い
る
不
便
、
不
都
合
を
解
消
す
る

観
点
か
ら
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
議
論
推

進
を
も
と
め
る
提
案
要
求
も
提
出
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
経
済
成
長
戦
略
や
ビ
ジ
ネ
ス
分
野

で
の
国
際
競
争
を
勝
ち
抜
く
手
段
と
し
て
「
女

性
活
躍
」
を
利
用
し
た
り
、「
人
口
は
国
力
」

だ
と
し
て
「
少
子
化
対
策
」
の
た
め
に
女
性

に
特
定
の
生
き
方
を
求
め
る
動
き
、
家
父
長

的
な
家
族
観
を
押
し
付
け
た
り
性
の
多
様
性

を
否
定
す
る
な
ど
の
逆
流
（
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
）

が
あ
る
こ
と
は
、
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。

　

４
月
に
は
、
計
画
改
定
に
向
け
た
男
女
平

等
参
画
審
議
会
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
文
が
１
４
ペ
ー
ジ
と
、
１
２
０
ペ
ー
ジ
あ
っ
た

前
回
と
比
べ
て
も
あ
ま
り
に
も
短
く
、「
内
容

が
わ
か
ら
な
い
」「
コ
メ
ン
ト
す
る
中
身
が
な

い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
計
画
改
定

に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
案
の
全
体
を
示
し
、
都

民
の
声
を
て
い
ね
い
に
聞
き
、
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
男
女
平
等
参
画
の
推
進

は
、
そ
の
国
際
的
な
到
達
を
指
標
と
し
て
、

誰
も
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
個
人
の
尊
厳
を

大
切
に
さ
れ
、
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

日
本
共
産
党
都
議
団
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
を
目
指
す
立
場
か
ら
、
東
京
都
男
女
平

等
参
画
推
進
総
合
計
画
に
盛
り
込
み
、
都
の

男
女
平
等
参
画
施
策
に
生
か
す
べ
き
内
容
と

し
て
、
以
下
の
項
目
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　日本共産党都議団は５月２２日、「東京都男女平等参画推進総合計画に関する申

し入れ──国際的な到達点をいかし、ジェンダー平等な東京へ」を小池百合子知

事宛てに行いました。

　生活文化局の志村将憲・男女平等参画担当部長が応対し、「男女平等参画基

本条例に基づき、すべての都民が、性別にかかわりなく個人として尊重され、男

女が対等な立場であらゆる活動に共に参画し、責任を分かち合う男女平等参画社

会の実現を目指します」と述べました。

前文
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01● 

男
女
平
等
参
画
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
は
、
だ
れ
も
が
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
個
人
の
尊
厳
を

大
切
に
さ
れ
、
そ
の
生
き
方
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
す
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

こ
と
。

● 

男
女
平
等
参
画
を
、「
２
０

５
０
東
京
戦
略
」（
都
の
長
期

計
画
）
の
枠
内
に
は
め
こ
ま
ず
、

女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
は
じ
め

と
す
る
国
際
的
な
到
達
を
指
標

と
し
て
推
進
す
る
こ
と
。

● 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
あ
ら

ゆ
る
政
策
や
施
策
の
基
本
に
す

え
る「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
」や
、

男
女
賃
金
格
差
を
は
じ
め
と
し

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
「
見

え
る
化
」
し
事
実
に
基
づ
い
て

格
差
を
な
く
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

統
計
」
を
都
政
に
位
置
づ
け
、

実
践
す
る
こ
と
。

● 

女
性
活
躍
を
経
済
成
長
戦

略
や
「
東
京
の
持
続
的
発
展
」

の
手
段
と
し
な
い
こ
と
。

● 「
少
子
化
対
策
」
の
た
め
に

行
政
が
婚
姻
と
出
産
を
推
奨
す

る
こ
と
は
、
特
定
の
生
き
方
の

押
し
付
け
で
あ
り
、
行
わ
な
い

こ
と
。

● 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
貫
く
た
め
に
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
局
」
を
つ
く

る
こ
と
。

● 

民
法
を
改
正
し
た
だ
ち
に
選

択
的
夫
婦
別
姓
や
同
性
婚
を
実

現
す
る
よ
う
、
国
に
求
め
る
こ

と
。

● 

国
連
女
性
差
別
撤
廃
条
約

の
選
択
議
定
書
の
批
准
、
２
０

２
４
年
の
女
性
差
別
撤
廃
委
員

会
に
よ
る
勧
告
の
実
施
、
日
本

か
ら
国
連
へ
の
任
意
拠
出
金
の

使
途
か
ら
女
性
差
別
撤
廃
委
員

会
を
除
外
す
る
通
知
を
撤
回
す

る
こ
と
を
、
国
に
求
め
る
こ
と
。

ジェン
ダ
ー
平
等
の
実
現
を

中
心
に
据
え
る
こ
と

ジェンダー平等の実現を中心に据えること
働く場でのジェンダー平等
政策・意思決定への女性への参画を推進
リプロダクティブヘルス＆ライツと包括的性教育の推進
困難を抱えた女性への支援
あらゆる女性への暴力の根絶
ジェンダー平等、男女平等参画施策の推進
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02

● 

賃
金
の
引
き
上
げ
と
一

体
の
労
働
時
間
の
短
縮
を

目
指
す
こ
と
。
妊
娠
や
出

産
、
子
育
て
、
介
護
等
に

よ
る
不
利
益
を
な
く
し
、

育
児
介
護
休
業
の
制
度
と

所
得
保
障
を
充
実
す
る
こ

と
。

● 

間
接
差
別
の
是
正
を
図

る
と
と
も
に
、
女
性
の
半

数
を
占
め
る
非
正
規
雇
用

は
雇
用
形
態
を
通
じ
た
女

性
差
別
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
、
均
等
待
遇
や
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。

● 

最
低
賃
金
は
２
０
０
０

円
以
上
を
目
指
し
、
速
や

か
に
１
５
０
０
円
以
上
に
引

き
上
げ
る
よ
う
、
知
事
が

東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
に
要
請
す
る
こ
と
。
中

小
企
業
へ
の
賃
上
げ
の
直

接
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

● 

医
療
、
介
護
、
福
祉
な

ど
女
性
が
多
い
ケ
ア
労
働

の
分
野
の
処
遇
改
善
を
は

か
る
こ
と
。
ケ
ア
労
働
者

の
労
働
条
件
は
公
的
制
度

の
人
員
配
置
や
報
酬
等
の

基
準
と
直
結
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
都
と
し
て

独
自
の
支
援
策
を
講
じ
る

こ
と
。

● 

都
職
員
の
男
女
賃
金
格

差
の
公
表
は
、
全
職
員
や

現
役
世
代
の
男
女
格
差
、

正
規
男
性
職
員
と
比
較
し

た
場
合
の
格
差
に
つ
い
て
、

金
額
と
割
合
を
公
表
す
る

こ
と
。
会
計
年
度
任
用
職

員
の
雇
用
年
限
の
撤
廃
、

経
験
年
数
に
応
じ
た
昇

給
、
正
規
化
、
短
時
間
勤

務
公
務
員
制
度
を
実
現
す

る
こ
と
。

● 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
、

適
切
な
制
裁
、
防
止
措
置
、

被
害
者
へ
の
救
済
の
強
化

を
は
か
る
こ
と
。「
労
働
の

世
界
に
お
け
る
暴
力
と
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
撤
廃
す
る

条
約
」（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
１
９
０

号
条
約
）
を
批
准
し
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
禁
止
と
適
切
な

制
裁
措
置
を
盛
り
込
ん
だ

法
整
備
を
国
に
求
め
る
こ

と
。

● 

性
別
に
よ
る
無
意
識
の

思
い
込
み
・
偏
見
（
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）

の
解
消
に
向
け
、
教
育
や

研
修
、
広
報
、
啓
発
を
は

じ
め
と
す
る
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
。

働く場での
ジェンダー平等

3

　

日
本
共
産
党
都
議
団
は
、
都
職
員
の
男
女
賃
金

格
差
の
実
態
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
東
京
都
の
正
規
・
非
正
規
含
む
全

職
員
の
平
均
給
与
は
、
男
性
が
７
４
８
万
円
、
女

性
が
６
７
１
万
円
で
、
女
性
の
方
が
77
万
円
低
い

こ
と
を
調
査
で
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

都職員の男女賃金格差の
実態について記者会見
（2025.11.12）

こ
こ
か
ら



03
04

政
策
・
意
思
決
定
への

女
性
への
参
画
を
推
進

● 

都
内
の
意
思
決
定
機
関
の

構
成
員
を
男
女
同
数
に
す
る

と
と
も
に
、
都
内
事
業
所
が

女
性
の
管
理
職
割
合
の
引
き

上
げ
の
目
標
と
計
画
を
持
ち

実
行
す
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
。

● 

都
の
附
属
機
関
等
の
女
性

委
員
の
割
合
は
、「
あ
て
職
」

も
含
め
40
％
以
上
に
す
る
こ

と
。

● 

都
に
お
け
る
女
性
管
理
職

の
比
率
が
低
下
し
た
こ
と
を

直
視
し
、
女
性
の
幹
部
・
管

理
職
へ
の
登
用
機
会
を
増
や

し
、
早
期
に
男
女
同
数
と
な

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

リプロダクティブ
ヘルス＆ライツと
包括的
性教育の推進

● 

お
互
い
を
尊
重
し
合
う

人
間
関
係
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
、
性
の
多
様
性
な
ど
を

学
ぶ
包
括
的
性
教
育
を
学

校
教
育
に
位
置
づ
け
る
と
と

も
に
、
大
人
も
学
べ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
学
習
指
導
要

領
の
「
は
ど
め
規
定
」
の
撤

廃
を
国
に
求
め
る
と
と
も

に
、
学
校
が
萎
縮
す
る
こ
と

な
く
子
ど
も
た
ち
の
状
況
に

応
じ
た
性
教
育
を
行
え
る
よ

う
励
ま
す
こ
と
。

● 

性
差
を
考
慮
し
た
健
診

や
医
療
の
充
実
を
進
め
る
こ

と
。
都
採
用
の
教
職
員
の

女
性
健
診
を
実
施
す
る
区

市
町
村
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
を
直
視
し
、
配
属
自
治

体
に
か
か
わ
ら
ず
受
診
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

都
と
し
て
区
市
町
村
職
員
の

女
性
健
診
へ
の
支
援
を
行
う

こ
と
。

● 

学
校
や
公
共
施
設
、
駅

な
ど
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用

品
の
配
備
を
拡
充
す
る
こ

と
。
老
朽
ト
イ
レ
の
改
修
と

１
０
０
％
の
洋
式
化
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
男
女
比
の

改
善
な
ど
安
全
・
安
心
で

行
列
の
で
き
な
い
ト
イ
レ
整

備
を
進
め
る
こ
と
。

● 

学
校
の
生
理
休
暇
や
生

理
中
の
体
育
の
対
応
に
つ
い

て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

す
る
こ
と
。

● 

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
は
、
子
ど
も
を
産
ま
せ
る

圧
力
に
な
る
「
少
子
化
対

策
」
と
は
切
り
離
し
、
実
施

す
る
場
合
は
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
＆
ラ
イ
ツ
の

視
点
を
必
要
不
可
欠
な
も

の
と
し
て
重
視
す
る
こ
と
。

4



05困難を抱えた
女性への支援

● 
１
人
ひ
と
り
の
女
性
の
願
い

や
困
難
に
光
を
当
て
、
多
様
な

生
き
方
を
応
援
し
、
て
い
ね
い

に
支
援
す
る
こ
と
。

● 

女
性
支
援
法
に
基
づ
き
、

女
性
の
福
祉
の
増
進
、
人
権

の
尊
重
、
男
女
平
等
な
ど
が

進
む
よ
う
、
予
算
や
体
制
を
拡

充
す
る
こ
と
。

● 

シ
ン
グ
ル
女
性
の
困
難
や

貧
困
に
つ
い
て
実
態
調
査
や
研

究
を
行
う
こ
と
。
低
賃
金
や
低

年
金
に
な
り
や
す
い
こ
と
や
安

全
確
保
の
た
め
住
宅
コ
ス
ト
が

か
か
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
た

支
援
を
す
る
こ
と
。

● 

障
害
者
や
ひ
と
り
親
、
外

国
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
二
重
の
困
難

を
抱
え
る
女
性
や
当
事
者
の
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
。

5

女性支援を行う、くにたち夢ファーム
Jikkaを視察（2026.3.6）

「雇用分野のジェンダー平等」（2025.9.30｜
代表質問｜里吉ゆみ都議）
「都職員の男女賃金格差の是正」（2025.11.14
｜各会計決算特別委員会｜清水とし子都議）
「女性の権利の尊重／賃上げと労働時間短縮
／子どもへの性搾取を許さない／性売買の実
態調査と性売買から抜け出すことができる支
援」（2025.12.9｜代表質問｜斉藤まりこ都議）
「官製婚活ではなく人権尊重／会計年度任用
職員の雇用年限の撤廃と昇給など均等待遇／

会計年度任用職員の正規化／短時間勤務公
務員制度の実現」（2026.2.25｜代表質問｜
米倉春奈都議）
「痴漢・盗撮など性暴力対策／加害者の再犯
防止／医師の性暴力・性被害についての研修
強化」（2026.2.26｜一般質問｜藤田りょうこ
都議）
──これ以外にも、多角的にジェンダー平等
の質問を行っています。

2025.7-2026.3

ジェン
ダ
ー
平
等
の
主
な
質
問
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● 

痴
漢
・
盗
撮
ゼ
ロ
の
東

京
を
め
ざ
し
、
加
害
防
止
、

被
害
者
救
済
に
関
し
て
行

う
べ
き
内
容
や
方
法
を
、

女
性
の
意
見
も
取
り
入
れ

て
さ
ら
に
工
夫
す
る
こ
と
。

都
の
再
犯
防
止
計
画
に
再

犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
位

置
づ
け
、
加
害
者
を
専
門

治
療
に
つ
な
げ
る
対
策
を

と
る
こ
と
。

● 

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害

者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
多

摩
地
域
を
は
じ
め
と
す
る

都
内
各
地
に
増
設
す
る
と

と
も
に
、
都
立
病
院
な
ど

と
連
携
し
、
病
院
拠
点
型

の
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
。

● 

リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
、
デ
ィ
ー

プ
フ
ェ
イ
ク
ポ
ル
ノ
な
ど
の

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
暴
力
に

つ
い
て
、
通
報
と
削
除
の

仕
組
み
を
強
化
し
、
被
害

者
の
ケ
ア
の
体
制
を
つ
く

る
こ
と
。
学
校
で
の
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
の
と
り
く
み

や
、
都
民
の
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
に
役
立
つ
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。

● 

性
売
買
・
性
搾
取
を
な

く
す
た
め
、
売
春
防
止
法

を
は
じ
め
と
す
る
関
連
法

改
正
し
、
性
を
売
る
側
の

処
罰
を
や
め
支
援
を
強
化

す
る
こ
と
、
買
う
側
に
罰

則
を
科
す
な
ど
、
女
性
の

人
権
を
守
り
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
立
場
に
立
っ
た
法

整
備
を
行
う
よ
う
、
国
に

求
め
る
こ
と
。
実
態
調
査

と
性
売
買
か
ら
抜
け
出
す

た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

● 

不
本
意
な「
共
同
親
権
」

が
強
制
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、Ｄ
Ｖ
相
談
等
で
の

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
民
法
の
「
親
権
」
の

規
定
を
抜
本
改
正
し
、
子

ど
も
の
権
利
を
実
現
す
る

親
と
社
会
の
責
任
と
し
て

位
置
づ
け
る
よ
う
、
国
に

求
め
る
こ
と
。

● 

女
性
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

の
女
性
相
談
支
援
員
を
正

規
化
す
る
な
ど
専
門
職
に

ふ
さ
わ
し
い
処
遇
改
善
と

体
制
強
化
を
す
る
こ
と
。

ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
の
相

談
事
業
は
直
営
で
充
実
さ

せ
る
こ
と
。

あらゆる女性への
暴力の根絶

6

政府に対して、受験生をねらった
痴漢の加害防止と被害救済の強
化に関する申し入れ（2026.1.9）
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ジェン
ダ
ー
平
等
、

男
女
平
等
参
画

施
策
の
推
進

● 

男
女
平
等
参
画
苦
情
処

理
委
員
会
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
男
女
平
等
施
策

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
評
価

す
る
常
設
の
第
三
者
機
関

を
設
置
す
る
こ
と
。

● 

ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
の
機

能
を
充
実
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
普
及
啓
発
、
自
主

的
活
動
を
す
る
女
性
団
体

の
育
成
や
支
援
、
東
京
に

お
け
る
課
題
を
掘
り
起
こ

す
調
査
研
究
、
情
報
収
集

な
ど
の
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
。
職
員
は
正
規
雇
用

を
基
本
と
す
る
こ
と
。

● 

男
女
平
等
参
画
を
後
退

さ
せ
る
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を

許
さ
ず
、
毅
然
と
対
応
す

る
こ
と
。

● 

計
画
改
定
に
あ
た
っ
て

は
、
計
画
案
の
全
体
を
示

し
、
十
分
な
期
間
を
と
っ
た

都
民
の
意
見
聴
取
を
行
い
、

計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

7

東京都男女平等推進総合計画（素案）

2026.6.4-7.3実施期間
パブリックコメント実施中

こ
こ
か
ら

　現在、東京都男女平等参画推進総合計画（素案）へ

のパブリックコメント（意見募集）が行われています。ぜひ、

東京都の計画に対するご意見をお寄せください。

必着

日本共産党都議団報告

ご意見・ご要望をお寄せください

２０２６年6月号 LINE 公式
コチラから登録できます


